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２－２－１回答者基本属性 

下記に本年度調査の回答者基本属性を示す。3 年間の継続調査であるパネル調査では、初

年度（平成 19 年度）調査時点でのみ基本属性を質問している。そのため、下記は本年度調

査回答者の平成 19 年度の回答状況を集計した結果である。 

 

(１)性別  

 性別では、3 類型すべてにおいて、女性が多い。殺人・傷害等では 72%、交通事故による

被害では 70%、性犯罪による被害では 100%（8 名中全員）が女性となっている。 

図表 ２－２ 被害類型×性別  

28.0%

30.2%

72.0%

69.8%

100.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

殺人・傷害等 (50)

交通事故 (53)

性犯罪 (8)

男性 女性

 

※無回答を除く。以下同様。 

 

(２)年代 

 年代別では、殺人・傷害等、交通事故では半数以上が 55 歳以上である。性犯罪では、4

割弱が 40 歳未満の回答である。 

図表 ２－３ 被害類型×年代 

2.0%

25.0%

4.0%

1.9%

4.0%

5.7%

12.5%

8.0%

11.3%

12.5%

10.0%

17.0%

12.5%

10.0%

11.3%

25.0%

22.0%

17.0%

12.5%

16.0%

20.8%

24.0%

15.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

殺人・傷害等 (50)

交通事故 (53)

性犯罪 (8)

30歳未満 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳

50～54歳 55～59歳 60～64歳 65歳以上
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(３)被害からの経過年数 

 被害からの経過年数では、性犯罪での 3 年未満とする回答が半数を占める。 

図表 ２－４ 被害類型別×被害からの経過年数 

10.0%

11.5%

12.5%

14.0%

1.9%

37.5%

26.0%

25.0%

25.0%

20.0%

26.9%

12.5%

30.0%

34.6%

12.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

殺人・傷害等 (50)

交通事故 (52)

性犯罪 (8)

4年未満 5年未満 7年未満 9年未満 9年以上
 

 

(４)被害者との関係【ベース：被害者の家族・遺族】 

 被害者の家族又は遺族に被害者本人との関係を質問したところ、どの類型においても「父

母」が最も多く、殺人・傷害等、交通事故による被害で、それぞれ 40%、60%となっている。 

図表 ２－５ 被害類型×被害者との関係 

29.2%

39.6%

16.7%
18.8%

4.2%
2.1%

15.1%

60.4%

1.9%

30.2%

100.0%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

配偶者 父母 兄弟姉妹 子 祖父母 孫 その他

殺人・傷害等 (48) 交通事故 (53) 性犯罪 (1)
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(５)平成 19 年度調査時点での被害者との生計関係【ベース：被害者の家族】 

 事件当時の被害者との生計関係について被害者の遺族に質問したところ、殺人・傷害等

では 73%、交通事故では 83%、性犯罪では 100%が事件当時に被害者と生計関係があったと

している。 

図表 ２－６ 被害類型×平成 19年度調査時点での被害者との生計関係 

72.5%

83.0%

100.0%

27.5%

17.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

殺人・傷害等 (40)

交通事故 (47)

性犯罪 (1)

生計を同じとしていた 生計を別としていた わからない

 

 

(６)現在の被害者との生計関係【ベース：被害者の遺族】 

 平成 19 年度調査時点での被害者との生計関係について被害者の家族に質問したところ、

殺人・傷害等では 44%、交通事故による被害では 55%が被害者と生計関係があったとして

いる。 

図表 ２－７ 被害類型×現在の被害者との生計関係 

43.8%

54.5%

100.0%

50.0%

45.5%

6.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

殺人・傷害等 (16)

交通事故 (11)

性犯罪 (2)

生計を同じとしている 生計を別としている わからない
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(７)加害者と被害者の関係（複数回答） 

加害者と被害者との関係について、殺人・傷害等では「まったくの無関係」とした人が

48%、交通事故による被害では 81%と最も多く、性犯罪による被害では「同じ職場・学校等

に通っている人」が 38%と最も多い結果となっている。 

図表 ２－８ 被害類型×加害者と被害者の関係 

48.0%

81.1%

12.5%

2.0%

1.9%

37.5%

22.0%

9.4%

25.0%

10.0%

3.8%

12.5%

2.0%

0.0%

0.0%

12.0%

0.0%

0.0%

24.0%

5.7%

37.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

殺人・傷害等 (50)

交通事故 (53)

性犯罪 (8)

まったく無関係の人 同じ職場、学校等に通っている人

近所、地域の人 知人、友人

家族、親族 わからない

その他
 

 

(８)加害者の事件当時の年齢 

加害者の事件当時の年齢では、いずれの類型でも、回答者の 80%以上が「20 歳以上（成

人）」としている。 

図表 ２－９ 被害類型×加害者の事件当時の年齢（複数回答） 

12.0%

7.7%

0.0%

86.0%

92.3%

100.0%

8.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

殺人・傷害等 (50)

交通事故 (52)

性犯罪 (8)

20歳未満（少年） 20歳以上（成人） わからない
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(９)被害者本人又は家族の事件によるけがの有無【ベース：被害者本人・被害者の家族】 

 被害者本人と家族に対して、事件によるけがの有無を質問したところ、殺人・傷害等で

は自身又は家族が 1 か月以上の傷害を負ったとの回答が 64%、交通事故では 36%、性犯罪

では 25%となっている。 

図表 ２－１０ 被害類型×自身又は家族の事件によるけがの有無 

64.3%

36.4%

25.0%

14.3%

18.2%

37.5%

21.4%

45.5%

37.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

殺人・傷害等 (14)

交通事故 (11)

性犯罪 (8)

ご自身またはご家族が全治１か月以上のけがを負った

ご自身またはご家族が１か月未満のけがを負った

ご自身にもご家族にもけがはなかった

忘れた、覚えていない
 

 

(１０)けがの治療状況【ベース：自身又は家族が 1 か月以上のけがを負った人】 

けがの治療状況について、自身又は家族が 1 か月以上のけがを負った人に質問したとこ

ろ、殺人・傷害等の 77%、交通事故の 25%、性犯罪の 50%が「治療を受け、治療が終了し

た」としている。 

図表 ２－１１ 被害類型×けがの治療状況 

77.8%

25.0%

50.0%

22.2%

75.0%

50.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

殺人・傷害等 (9)

交通事故 (4)

性犯罪 (2)

治療を受け、治療が終了した 治療を受け、現在も治療している
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(１１)けがによる後遺障害の有無【ベース：けがの治療が終わった人】 

 けがの治療が終わった人のうち、後遺障害等級認定を受けている被害者等は、殺人・傷

害等で 44%、交通事故による被害で 100%である。 

図表 ２－１２ 被害類型×けがによる後遺障害の有無 

44.4%

100.0%

50.0%

55.6%

50.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

殺人・傷害等 (9)

交通事故 (3)

性犯罪 (2)

後遺障害等級の認定がなされた後遺障害がある

後遺障害等級の認定はなされていないが、後遺障害がある

後遺障害はない

わからない
 

 

(１２)職業 

職業については、専業主婦・専業主夫が、殺人・傷害等では 25%、交通事故による被害

では 27%と最も多い。性犯罪による被害では、専業主婦・専業主夫とパート・アルバイト・

フリーターで 25%と最も多い。 

図表 ２－１３ 被害類型×職業 

12.5%

4.1%

8.3%

8.2%

12.5%

10.4%

2.0%

2.1%

14.3%

25.0%

26.5%

25.0%

18.8%

24.5%

25.0% 12.5%

14.6%

14.3%

12.5%

8.3%

6.1%

12.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

殺人・傷害等 (48)

交通事故 (49)

性犯罪 (8)

会社員（役員、管理職） 会社員（一般職） 公務員

自営業 専業主婦・専業主夫 パート・アルバイト・フリーター

学生 無職（浪人中、求職中含む） その他
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(１３)同居家族の人数 

同居人の人数については、「3 人」が、殺人・傷害等で 31%と最も多くなっている。交通

事故による被害では、「4 人以上」が 32%と最も多く、性犯罪では「2 人」と「4 人以上」が

ともに 37.5%と最も多くなっている。 

図表 ２－１４ 被害類型×同居人の人数 

12.5%

8.0%

12.5%

27.1%

30.0%

37.5%

31.3%

30.0%

12.5%

29.2%

32.0%

37.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

殺人・傷害等 (48)

交通事故 (50)

性犯罪 (8)

１人（１人暮らし） ２人 ３人 ４人以上

 

 

(１４)現在の婚姻状況 

現在の婚姻状況については、既婚が、殺人・傷害等で 60%、交通事故による被害で 78%、

性犯罪で 50%を占める。 

図表 ２－１５ 被害類型×現在の婚姻状況 

60.4%

78.0%

50.0%

6.3%

37.5%

33.3%

22.0%

12.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

殺人・傷害等 (48)

交通事故 (50)

性犯罪 (8)

既婚 未婚 離婚・死別
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(１５)現在の年収（家族と同居している場合は世帯年収） 

 現在の年収については、殺人・傷害等（40%）及び交通事故による被害（39%）で、「100

万円以上 300 万円未満」が最も多い。性犯罪による被害では、43%が「300 万円以上 600 万

円未満」としている。 

図表 ２－１６ 被害類型×現在の収入 

2.1%

6.1%

28.6%

39.6%

38.8%

28.6%

33.3%

34.7%

42.9%

25.0%

18.4% 2.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

殺人・傷害等 (48)

交通事故 (49)

性犯罪 (7)

100万円以下 100万円以上300万円未満 300万円以上600万円未満

600万円以上 わからない
 

 

(１６)現在の居住地区 

現在の居住地区については、殺人・傷害等で関東が 38%、交通事故による被害でも関東

が 42%を占める。 

図表 ２－１７ 被害類型×現在の居住地区 

16.0%

6.3%

14.0%

37.5%

42.0%

12.5%

6.0%

25.0%

2.1%

8.0%

25.0%

4.0%

25.0%

6.3%

12.5%

10.4%

12.5%

12.5%

10.0%

12.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

殺人・傷害等 (48)

交通事故 (50)

性犯罪 (8)

北海道 東北 関東 北陸 東海 近畿 中国 四国 九州・沖縄
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(１７)現在の居住地の都市規模 

現在の居住地の都市規模について、殺人・傷害等では、「大都市（政令指定都市）」（38%）

と「中都市（人口 10 万人以上）」（40%）が比較的多い。交通事故と性犯罪では、「中都市（人

口 10 万人以上）」が比較的多い割合となっている。 

図表 ２－１８ 被害類型×現在の居住地区の都市規模 

37.5%

19.6%

12.5%

39.6%

43.1%

62.5%

22.9%

37.3%

25.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

殺人・傷害等 (48)

交通事故 (51)

性犯罪 (8)

大都市（政令指定都市） 中都市（人口10万人以上） 小都市（人口10万人未満）

 

 


